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件によってその反応はことなってくる、⑤そのために各自の生活の潤辺の自然的社会的環境をよく知

ることなどの面からすすめることが可能であろう O 災害が多様化し、広域化するなかでこれらの項目

密化する作業により、認識を深めることもできる O つまり、自分遣の生活の繋台と災害との

あちわした防災地図を作成することを学習のひとつの自的としたい。

3 曹と地図
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域の条件を住民のひとりひとりが確認するための作業でもあり、学習の機会ともいえる O またそれを

として位置づければ、地図づくりをもとに生活の賭囲の自然と社会を考える時間でも

ある O 県では地震を対象とする防災地図について、自主防災地図は広域防災地図@地域防災地図、そ

れに付属する資料などの作成を基本とする要項を提示している o 1/5 ， 000~1/10 ， 000 程度の広域防災

地図には生活範囲を含むある程度広い範留の地形@地質とそれに関する土地条件などを既存の資料を

もとに図化すること、また 1/1，000程度の地域防災地図には危険物@防災倉庫@避難場所などを現地

しながら分布図にすることなどをその方法としている O そこでそれらをもとに防災地図とその

作成にあたっての手顕や、 日などをまとめてみたい。

に関する諸項目、 と地域の把握

(1) 地域の地形や地質などの土地条件@

a.海岸…穂高@海岸線の形態@津波の歴史と

b.平野…標高区分@表層地質@地盤の性質@

C. 山地@丘陵…斜面の領斜角と 人工的改変、

@人工的改変

@液状化@土地利用と微地形

の状況、崖の分布、

地すべり、山くずれ、土石流などの経躍と過去の災害状況

d.水文環境…河JI/、湖沼、人工水路、湧水地点、地下水の滞度、合流、逆流、洪水の歴史

e.土地利用…土地利用の状況、埋立地、造成地、空地

く資料〉 地形図、地形分類圏、表層地質図、土地条件路、

ボーリング柱状図、汚JI[図、利水現況図、土地利用現況図、水系

(2) 地域の社会的環境

a.地域の装置……道路、ライフライン、構築物、(トンネル、橋、港湾)自然を改変し

物、海岸や河岸の堤防、ダム、水門、人工化斜面、建物の麓類、人

b.地域の施設・…一都市や工業地帯にみられる危険物、地下街の現状 消防、防災施設、

B. 

場所とそこに至るルート

条件の記載

a. ベースマップでは 1/1 ， 000~1/10 ， 000 の自地図を利用する O

b.生活環境の諸条件を地域の実態、にあわせて実施調査をもとに

C.防災地図作成の

a.土地条件や諸施設の記入については、現場にあたっ

b.わかりやすい表現にするために彩色などに工夫する O

C. 各自や各家庭で関係潔いことを記入するための余地

d.それぞれが作成者であると同時に利用者であることを

e.地域の諸条件には変化しやすい閣もあり、たえず新しし

f .災害から守るための日常的活動であり、あらゆる

しながら調査する O

るO
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される

形をもとにし
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あげられ、

したために不十分ではあるが、地学教育の実践課題としては、おもに地質や地

しうる自然災害の種類@強度@地域差などの検討が中心になるであろう O 環境を

ひとつの目的とすればこのような防災計画を表現することによってその効果は

も理解することができるとも忠われる O
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